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は
じ
め
に
本
稿
で
は
浄
土
宗
の
四
祖
で
あ
る
寂
恵
良
暁
に
つ
い
て
の
浄
土
思
想
の
解
明
に
取
り
組
み
た
い
。
良
暁
は
良
忠
の
実
子
で
あ
り
正
統
な
後
継
者
（
１
）で
あ
っ
た
が
、
行
実
・
教
学
と
も
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
点
が
多
い
。
彼
の
教
学
に
つ
い
て
は
著
作
を
見
渡
し
て
も
独
自
の
教
学
理
論
を
確
立
し
た
よ
う
な
感
は
な
く
、
む
し
ろ
良
忠
教
学
を
真
摯
に
継
承
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
良
暁
に
は
多
く
の
書
物
が
あ
る
が
本
稿
で
は
『
浄
土
述
聞
鈔
』
を
題
材
と
し
た
い
。
本
書
は
良
暁
の
浄
土
思
想
を
研
究
す
る
上
で
重
要
な
書
物
で
あ
る
。
本
書
は
尊
観
と
の
激
し
い
教
学
論
争
の
中
で
成
立
し
て
お
り
、
両
者
と
も
に
良
忠
教
学
の
正
統
の
継
承
を
表
明
し
て
い
る
。
本
書
か
ら
良
暁
の
浄
土
思
想
の
解
明
に
取
り
組
む
に
は
、
本
来
な
ら
こ
の
よ
う
な
教
学
対
立
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
色
を
導
き
出
す
こ
と
が
有
意
義
な
の
で
な
い
か
と
も
思
う
。
し
か
し
、
感
情
的
で
な
い
か
と
も
思
え
る
双
方
の
論
争
か
ら
い
た
ず
ら
に
良
暁
の
独
自
性
を
導
き
出
す
よ
り
、
ま
ず
は
本
書
の
背
景
か
ら
み
え
る
良
暁
の
活
動
基
盤
を
多
少
な
り
と
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
良
忠
の
継
承
者
と
し
て
の
立
場
。
さ
ら
に
は
関
東
武
家
層
に
受
容
さ
れ
た
専
修
念
仏
の
役
割
を
分
析
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
視
点
に
た
っ
て
取
り
組
み
た
い
。
第
一
章
　
『
浄
土
述
聞
鈔
』
成
立
の
背
景
一
　
『
浄
土
述
聞
口
決
鈔
』
に
み
る
成
立
の
経
緯
『
浄
土
述
聞
鈔
』
の
成
立
は
定
恵
の
『
浄
土
述
聞
口
決
鈔
』
に
記
さ
れ
る
。
こ
こ
に
あ
げ
て
み
よ
う
。
『
浄
土
述
聞
鈔
』
の
成
立
背
景
―
良
暁
の
念
仏
観
―
伊
　
　
藤
　
　
茂
　
　
樹
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
　
第
十
六
号
三
二
四
今
此
ノ
述
聞
製
作
ノ
之
縁
起
ト
者
先
師
六
十
二
歳
秋
比
依
テ二
下
総
ノ
国
海
上
船
木
ノ
中
務
禅
門
之
請
ニ一
下
二
向
曽
彼
ノ
所
ニ一
住
ル
事
二
称
名
寺
ニ一
三
箇
年
也
於
二
其
ノ
間
ニ一
御
談
義
更
ニ
無
シ二
闕
ル
日
一
然
ル
間
タ
於
二
御
談
義
ノ
之
次
ニ一
出
曽二
自
門
ノ
人
人
ノ
異
義
ヲ一
而
難
シレ
之
ヲ
述
曽二
相
伝
之
自
義
ヲ一
作
ル二
一
巻
ノ
書
一
号
ス二
之
ヲ
口
伝
鈔
ト一
於
レ
是
ニ
船
木
ノ
禅
門
頗
ニ
有
リ二
書
写
ノ
所
望
一
仍
テ
被
ルレ
許
レ
之
ヲ
禅
門
写
二
取
テ
之
ヲ一
令
レ
見
セ二
尊
観
ノ
直
弟
南
無
阿
弥
陀
仏
ニ一
彼
ノ
人
書
二
写
曽
之
ヲ一
遣
ス二
尊
観
ノ
許
ニ一
尊
観
被
二
見
曽
之
ヲ一
作
テ二
一
巻
ノ
釈
ヲ一
而
モ
難
スレ
之
ヲ
名
ク二
之
ヲ
疑
問
鈔
ト一
乃
チ
尊
観
召
曽二
盛
蓮
房
ヲ一
初
事
二
尊
観
一
後
承
二
先
師
一
令
ムレ
見
レ
之
ヲ
盛
蓮
房
ノ
云
ク
非
ス下
私
ニ
加
テ二
一
見
ヲ一
可
キ
ニ
レ
止
ム上
応
レ
入
レ二
之
ヲ
坂
下
ノ
見
参
ニ一
候
耶
云
云
尊
観
ノ
云
ク
不
レ
及
二
子
細
ニ一
仍
テ
持
二
参
曽
之
ヲ一
奉
ルレ
見
セ二
先
師
ニ一
先
師
亦
救
テ二
彼
疑
問
ノ
難
ヲ一
製
二
一
巻
ノ
文
ヲ一
乃
チ
今
ノ
述
聞
鈔
是
也
此
ノ
鈔
縁
起
如
レ
斯
云
云
（
２
）
良
暁
は
六
十
二
歳
の
正
和
二
年
の
秋
に
下
総
国
の
海
上
船
木
中
務
禅
門
の
請
い
に
よ
り
、
下
総
の
称
名
寺
に
三
年
止
住
し
浄
土
教
の
講
述
に
励
ん
だ
。
こ
の
あ
い
だ
良
暁
は
良
忠
門
流
に
お
け
る
念
仏
の
相
伝
が
乱
れ
て
い
る
事
を
案
じ
、
異
義
を
た
だ
す
為
に
『
口
伝
鈔（
３
）』（『
浄
土
肝
心
鈔
口
伝
』）
を
書
い
た
。
海
上
船
木
禅
門
は
こ
の
『
口
伝
鈔
』
を
書
写
す
る
こ
と
を
希
望
し
良
暁
か
ら
許
さ
れ
て
書
写
し
た
。
そ
の
『
口
伝
鈔
』
の
写
本
を
海
上
船
木
禅
門
は
尊
観
の
直
弟
で
あ
る
南
無
阿
弥
陀
仏
に
み
せ
た
。
そ
し
て
尊
観
の
直
弟
は
『
口
伝
鈔
』
を
書
写
し
尊
観
に
送
っ
た
。『
口
伝
鈔
』
を
読
ん
だ
尊
観
は
『
疑
問
鈔
』（『
十
六
箇
条
疑
問
答
』）
を
著
し
て
『
口
伝
鈔
』
に
疑
問
を
著
し
た
。
尊
観
は
自
身
が
書
い
た
『
疑
問
答
』
を
弟
子
で
あ
っ
た
盛
蓮
房
を
呼
び
出
し
て
見
せ
た
と
こ
ろ
、
盛
蓮
房
は
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
良
暁
に
み
せ
た
。
す
る
と
今
度
は
尊
観
が
そ
の
内
容
に
対
し
て
悉
く
反
論
し
て
『
浄
土
述
聞
鈔
』
を
書
い
た
と
い
う
。『
浄
土
述
聞
口
決
鈔
』
か
ら
見
え
る
撰
述
の
経
緯
は
尊
観
と
良
暁
の
教
学
的
な
対
立
が
も
と
に
本
書
の
成
立
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
事
実
『
浄
土
述
聞
鈔
』
の
内
容
は
尊
観
と
良
暁
の
教
学
対
立
の
中
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
両
者
の
確
執
や
教
義
論
争
は
本
書
を
読
み
解
く
に
あ
た
っ
て
無
視
で
き
な
い
に
し
ろ
、
両
者
の
間
に
は
海
上
船
木
中
務
禅
門
と
い
う
人
物
が
共
通
に
存
在
し
て
お
り
、
ま
た
良
暁
と
尊
観
を
中
継
ぎ
し
た
盛
蓮
房
も
は
じ
め
尊
観
に
師
事
し
、
後
に
良
暁
に
師
事
す
る
な
ど
、
尊
観
と
良
暁
の
境
遇
は
異
質
な
世
界
に
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。
勿
論
こ
の
こ
と
は
両
者
の
立
場
を
あ
き
ら
か
に
し
た
上
で
述
べ
る
べ
き
見
解
で
即
断
す
る
こ
と
は
慎
む
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
ま
ず
は
そ
の
前
提
と
し
て
称
名
寺
。
そ
し
て
海
上
船
木
禅
門
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
二
　
海
上
船
木
と
称
名
寺
に
つ
い
て
良
暁
は
海
上
船
木
禅
門
の
請
い
に
よ
っ
て
称
名
寺
に
三
箇
年
止
住
し
た
の
で
あ
る
が
、
下
総
の
海
上
氏
と
は
三
崎
荘
を
領
有
す
る
千
葉
東
一
族
の
庶
家
を
さ
す
。『
千
葉
大
系
図
』
等
に
は
こ
の
一
族
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
浄
土
述
聞
鈔
』
の
成
立
背
景
三
二
五
そ
も
そ
も
海
上
と
称
し
た
最
初
は
千
葉
常
兼
の
五
男
常
衛
と
そ
の
子
息
常
幹
で
、
常
衛
は
海
上
船
木
郷
中
島
城
に
あ
っ
て
海
上
与
市
を
名
乗
り
常
幹
は
海
上
太
郎
と
さ
れ
る
。
し
か
し
以
降
は
途
絶
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。
『
神
代
本
系
図
（
５
）』
を
み
れ
ば
常
幹
の
子
息
に
海
上
五
郎
と
名
乗
っ
た
重
常
が
い
る
こ
と
が
確
認
出
来
る
が
他
に
は
見
え
な
い
。
海
上
家
は
後
に
千
葉
六
党
の
一
つ
千
葉
東
家
の
祖
で
あ
る
胤
頼
の
子
息
重
胤
の
次
男
胤
方
が
海
上
家
を
再
興
す
る
。
胤
方
が
海
上
家
を
再
興
さ
せ
た
理
由
は
史
料
上
か
ら
確
認
出
来
な
い
が
、
篠
崎
四
郎
氏
は
胤
方
が
海
上
庄
を
領
し
た
こ
と
に
よ
る
復
称
と
さ
れ
た
（
７
）
。
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
胤
方
の
子
息
に
は
船
木
行
胤
と
し
た
人
物
が
み
ら
れ
る
。『
浄
土
述
聞
口
決
鈔
』
に
み
る
海
上
船
木
が
、
こ
の
人
物
を
直
接
指
す
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
海
上
一
族
の
居
城
で
あ
る
中
島
城
が
海
上
郡
船
木
郷
に
所
在
す
る
こ
と
や
、
胤
方
の
子
息
が
そ
れ
ぞ
れ
の
庄
内
の
地
名
を
号
す
る
本
庄
・
船
木
・
辺
田
・
高
上
・
松
本
・
馬
場
な
ど
（
６
）
（
４
）
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
　
第
十
六
号
三
二
六
の
諸
氏
に
別
れ
た
こ
と
か
ら
み
て
（
８
）
、『
浄
土
述
聞
口
決
鈔
』
の
海
上
船
木
が
、
胤
方
そ
し
て
行
胤
の
一
族
の
者
を
指
す
事
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
良
暁
が
止
住
し
た
と
す
る
称
名
寺
も
こ
の
付
近
に
存
在
し
た
よ
う
で
現
在
は
地
名
の
み
正
明
寺
村
〈
千
葉
県
銚
子
市
正
明
寺
村
〉
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
但
し
良
暁
の
止
住
が
地
名
に
残
る
正
明
寺
と
い
う
寺
で
あ
れ
ば
問
題
な
い
の
で
あ
る
が
、
正
明
寺
村
に
は
鎌
倉
期
か
ら
の
寺
院
で
海
上
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
称
讃
寺
（
廃
寺
）
と
い
う
浄
土
宗
の
寺
が
存
在
し
て
い
る
。『
浄
土
述
聞
口
決
鈔
』
に
み
ら
れ
る
良
暁
止
住
の
称
名
寺
が
正
明
寺
を
指
す
の
か
、
称
讃
寺
を
指
す
の
か
は
限
ら
れ
た
史
料
で
は
判
断
し
難
い
が
、
寺
の
所
在
地
が
中
島
城
の
す
ぐ
近
く
で
中
島
城
主
の
庇
護
を
受
け
た
こ
と
。
後
述
す
る
『
称
讃
寺
規
式
』
が
正
和
元
年
の
起
草
で
浄
土
宗
僧
侶
に
向
け
た
の
行
儀
の
内
容
で
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
は
称
讃
寺
が
称
讃
寺
は
吾
宗
曩
祖
良
忠
上
人
ノ
創
創
ニ
シ
テ
、
海
上
家
が
檀
那
タ
リ
、
然
ル
ニ
物
換
リ
、
星
遷
リ
、
乃
チ
祖
の
法
名
ハ
海
上
氏
ノ
武
運
ト
共
ニ
滅
シ
、
今
ハ
皆
其
遺
塵
故
躅
を
問
フ
ニ
由
ナ
シ
（
９
）
と
し
て
良
忠
の
開
山
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
良
暁
の
止
住
は
称
讃
寺
）
10
（
に
あ
っ
た
と
見
る
事
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
海
上
氏
の
こ
の
地
に
『
浄
土
述
聞
鈔
』
の
撰
述
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
春
日
町
に
あ
る
浄
国
寺
）
11
（
は
建
長
七
年
の
良
忠
の
開
山
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
、
付
近
一
帯
は
良
忠
の
一
連
の
房
総
教
化
）
12
（
の
地
区
に
あ
た
っ
て
お
り
、
良
暁
の
称
名
寺
止
住
は
良
忠
の
房
総
教
化
の
基
盤
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
良
忠
の
房
総
教
化
は
建
長
よ
り
弘
長
の
頃
に
あ
た
る
が
、
こ
の
時
期
は
和
田
合
戦
・
宝
治
合
戦
を
へ
て
旧
来
の
領
主
が
没
落
す
る
時
期
に
あ
た
り
、
千
葉
氏
の
庶
家
が
独
立
し
て
力
を
も
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
寺
や
菩
提
寺
の
建
立
が
は
じ
ま
る
時
期
に
あ
た
る
）
13
（
。
こ
の
時
期
の
良
忠
の
房
総
教
化
に
つ
い
て
植
野
英
夫
氏
は
「
武
士
＝
在
地
領
主
層
を
対
象
と
し
、
帰
依
を
獲
得
し
、
そ
の
一
族
の
菩
提
を
弔
う
こ
と
を
約
し
た
寺
院
の
創
建
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
良
心
の
記
し
た
「
学
侶
一
百
八
人
」
「
仮
御
堂
」
大
門
左
右
分
六
列
坊
地
」
等
は
、
そ
う
し
た
成
果
の
一
瑞
を
示
し
て
い
る
）
14
（
。」
と
し
て
、
在
地
領
主
層
の
壇
越
の
獲
得
と
そ
の
菩
提
を
弔
う
氏
寺
の
創
建
に
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
で
は
次
に
良
暁
の
氏
寺
止
住
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
思
う
。
三
　
『
称
讃
寺
規
式
』
に
つ
い
て
良
暁
が
称
名
寺
（
称
讃
寺
）
に
止
住
し
た
こ
と
に
関
し
て
興
味
深
い
史
料
が
現
存
し
て
い
る
。
称
讃
寺
は
明
治
元
年
に
廃
寺
と
な
っ
て
浄
国
寺
と
合
併
さ
れ
た
が
、
現
在
浄
国
寺
に
は
良
暁
が
止
住
す
る
前
の
正
和
元
年
に
起
草
さ
れ
た
『
称
讃
寺
規
式
』
と
い
う
禁
制
礼
が
残
っ
て
い
る
。
内
容
的
に
浄
土
宗
僧
侶
に
向
け
た
も
の
で
あ
り
、
成
立
が
良
暁
が
止
住
し
た
一
年
前
の
正
和
元
年
の
秋
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
良
暁
が
称
名
寺
に
止
住
し
た
意
義
と
寺
内
で
の
立
場
を
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
こ
に
全
容
を
あ
げ
る
。
『
浄
土
述
聞
鈔
』
の
成
立
背
景
三
二
七
　
称
讃
寺
規
式
條
々
一
時
衆
門
事
　
　
六
口
和
合
共
住
一
寺
応
一
所
食
其
身
浄
行
不
可
　
　
混
在
家
若
有
女
犯
事
者
余
衆
一
同
早
可
擯
却
其
　
　
人
不
可
共
住
盗
犯
殺
宥
（
マ
マ
）
其
過
同
前
若
闘
争
等
以
　
　
衆
議
可
平
之
凡
僧
宝
者
和
合
為
体
相
互
懺
謝
不
　
　
可
堅
執
若
猶
有
難
□
□
者
早
触
管
領
人
若
触
柤
那
　
　
方
可
決
其
是
非
也
為
□
□
有
闕
者
以
器
量
仁
可
補
　
　
之
□
□
領
之
人
可
随
其
□
□
左
右
一
行
儀
門
事
　
　
六
□
□
六
時
相
続
伹
□
□
□
事
寺
用
等
□
□
其
　
　
□
□
□
晨
朝
日
没
初
夜
等
可
誦
加
阿
弥
陀
経
　
　
□
四
十
八
□
晨
朝
次
読
過
去
帳
至
中
夜
後
夜
　
　
□
守
其
二
時
而
人
数
不
幾
□
其
（
マ
マ
）
煩
坎
冝
初
夜
　
　
中
夜
□
□
之
前
（
マ
マ
）
後
後
夜
也
一
時
間
事
　
　
□
香
□
□
怠
守
時
可
勤
仕
持
時
蓮
花
之
者
不
一
可
訪
亡
者
忌
日
事
　
　
□
□
□
者
禅
尼
聖
如
之
忌
日
十
月
十
八
日
者
禅
尼
□
□
　
　
□
□
也
各
於
其
前
夜
二
日
夜
三
日
夜
二
十
五
三
昧
如
法
可
勤
行
　
　
毎
月
忌
日
者
可
修
於
（
マ
マ
）
念
仏
三
昧
也
一
僧
衆
出
行
事
　
　
毎
時
太
鼓
之
後
不
可
出
寺
外
伹
病
縁
急
難
等
於
□
其
□
　
　
者
可
随
其
時
之
左
右
若
遠
行
事
者
触
縡
於
衆
僧
□
□
□
無
　
　
　
隠
者
可
随
其
左
右
伹
当
番
等
事
不
可
闕
退
一
酒
肉
五
辛
等
事
　
　
於
薬
酒
者
常
所
用
之
筒
引
入
三
盃
之
外
一
切
不
可
□
　
　
用
之
惣
酒
宴
之
儀
不
可
有
之
於
肉
五
辛
者
不
可
入
寺
　
　
中
於
病
縁
者
随
其
体
也
一
下
部
事
　
　
若
不
従
寺
用
在
為
向
背
者
随
咎
之
軽
重
或
上
□
物
　
　
或
止
食
物
其
咎
猶
重
□
者
早
以
衆
議
可
退
出
之
一
納
所
所
当
事
　
　
当
（
マ
マ
）
室
上
座
寄
合
可
令
納
之
寺
庫
一
寺
用
下
行
事
　
　
限
一
両
月
分
知
事
僧
請
取
之
可
宛
日
々
所
用
也
米
穀
　
　
員
数
注
文
在
別
紙
惣
止
過
分
専
住
謙
約
可
守
旦
那
之
意
楽
一
時
衆
筆
紙
金
剛
折
事
一
時
衆
衣
物
折
事
已
上
別
注
之
畢
一
堂
内
雑
具
事
　
　
◎
僧
衆
並
承
仕
可
守
護
之
不
可
出
寺
外
一
庫
裏
雑
具
等
事
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
　
第
十
六
号
三
二
八
　
知
事
僧
並
下
部
等
守
護
之
不
可
出
寺
外
右
條
々
堅
守
之
不
可
違
犯
之
状
如
件
正
和
元
年
十
二
月
十
三
日
）
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内
容
は
六
時
に
わ
た
る
『
阿
弥
陀
経
』
読
誦
や
念
仏
三
昧
と
い
っ
た
行
儀
が
見
え
る
こ
と
か
ら
一
見
し
て
浄
土
宗
僧
に
対
し
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
こ
に
は
海
上
家
と
称
讃
寺
の
関
係
、
そ
し
て
寺
内
で
の
あ
り
方
が
細
か
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
僧
侶
は
僧
尼
の
同
宿
や
半
僧
半
俗
と
い
っ
た
立
場
が
許
さ
れ
る
こ
と
な
い
「
其
身
浄
行
」
と
し
た
僧
侶
本
来
の
あ
り
方
が
要
求
さ
れ
る
。
酒
宴
を
好
む
こ
と
な
く
、「
止
過
分
専
住
謙
約
可
守
旦
那
之
意
楽
」
と
し
た
よ
う
に
禁
欲
的
で
あ
り
檀
越
に
対
し
て
従
順
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
寺
内
で
の
生
活
は
在
家
と
交
わ
る
こ
と
な
く
、
院
内
で
の
雑
具
に
つ
い
て
も
私
物
化
し
て
寺
外
に
出
す
こ
と
を
禁
止
し
、
僧
衆
と
承
仕
、
知
事
僧
と
下
部
の
共
同
管
理
の
も
と
に
あ
っ
た
。
こ
こ
に
称
讃
寺
は
寺
内
組
織
が
僧
衆
と
下
部
・
承
仕
と
い
う
よ
う
に
重
層
的
な
構
造
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
僧
侶
の
特
質
は
同
時
代
に
生
き
た
顕
密
仏
教
改
革
派
の
系
譜
を
と
る
律
僧
の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
）
16
（
。
そ
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
称
讃
寺
僧
が
、
聖
霊
供
養
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
族
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
月
忌
に
は
念
仏
三
昧
。
祥
月
命
日
に
は
二
十
五
三
昧
を
修
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
と
に
二
十
五
三
昧
）
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（
が
追
善
に
修
さ
れ
る
こ
と
は
鎌
倉
期
の
浄
土
宗
教
団
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
も
興
味
ぶ
か
い
。
二
十
五
三
昧
は
『
法
華
経
』
を
講
述
し
、
夕
べ
に
『
阿
弥
陀
経
』
読
誦
・
念
仏
・
礼
拝
を
繰
り
返
し
、
そ
し
て
念
仏
が
終
わ
れ
ば
光
明
真
言
を
も
っ
て
土
砂
を
加
え
る
。
念
仏
と
密
教
併
修
の
追
善
行
法
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
葬
送
追
善
と
し
て
全
国
的
に
平
安
末
期
よ
り
鎌
倉
期
に
か
け
て
普
及
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
二
十
五
三
昧
は
法
然
門
下
で
も
証
空
・
湛
空
）
18
（
が
勤
め
て
い
る
が
、
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）
に
成
立
し
た
『
野
守
鏡
』
に
は
然
る
に
こ
の
ご
ろ
の
専
修
の
廿
五
三
昧
に
は
。
観
経
を
よ
み
て
法
華
経
を
よ
ま
ざ
る
あ
り
。
本
願
の
意
楽
に
た
が
ひ
。
真
実
の
利
益
を
う
し
な
ふ
。
是
そ
の
あ
や
ま
り
の
八
也
）
19
（
と
み
え
る
よ
う
に
、
浄
土
宗
の
葬
送
追
善
行
法
と
し
て
鎌
倉
時
代
末
期
に
は
、
独
自
の
二
十
五
三
昧
が
勤
め
ら
れ
て
い
た
）
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（
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
良
暁
が
檀
越
の
意
向
に
従
順
で
追
善
廻
向
に
従
事
し
て
い
た
で
あ
ろ
こ
と
は
、
鎌
倉
光
明
寺
蔵
の
良
忠
か
ら
良
暁
へ
の
『
譲
状
』
か
ら
も
み
ら
れ
る
。
　
　
譲
与
悟
真
寺
房
地
並
同
免
田
武
州
　
　
在井
鳩
　
　
　
　
 
僧
寂
恵
右
人
、
為
父
子
之
間
、
永
以
譲
与
了
、
抑
此
田
地
者
奉
為
　
故
武
州
前
判
史
聖
霊
御
往
生
極
楽
成
等
正
覚
、
殊
抽
追
考
之
御
志
、
所
令
寄
進
給
也
、
而
今
近
八
旬
労
侵
身
心
、
追
修
未
満
、
告
終
欲
逝
、
然
時
縦
雖
令
然
阿
他
界
、
且
任
至
孝
之
御
願
、
且
依
愚
老
之
遺
誡
、
可
致
誦
経
称
仏
之
勤
行
者
也
　
然
者
、
如
然
『
浄
土
述
聞
鈔
』
の
成
立
背
景
三
二
九
阿
見
存
之
時
、
以
尼
定
阿
為
母
、
以
舎
弟
等
思
子
、
盡
孝
可
垂
哀
也
、
　
仍
病
中
右
筆
所
譲
定
置
之
状
如
件
　
　
　
　
　
　
文
永
九
年
正
月
十
六
日
　
　
　
　
然
阿
（
良
忠
）弥
陀
仏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）
21
（
）
と
し
て
、
土
地
の
譲
渡
と
共
に
檀
越
で
あ
っ
た
北
条
朝
直
へ
の
追
善
と
誦
経
・
称
仏
と
い
っ
た
行
儀
の
継
承
が
あ
っ
た
点
か
ら
も
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
よ
う
な
檀
越
の
追
善
を
重
視
す
る
姿
勢
は
鎮
西
義
で
重
視
さ
れ
た
立
場
で
あ
っ
て
、
聖
光
の
『
末
代
念
仏
授
手
印
』
に
は
後
白
河
ノ
法
皇
御
臨
終
之
時
被
レレ
召
二
御
善
知
識
一
以
テ二
善
知
識
ノ
之
身
ヲ一
早
ク
　
太
上
法
皇
ニ
奉
レ
教
二
授
シ
一
向
専
修
ノ
之
念
仏
ヲ一
以
テ二
三
月
十
三
日
ヲ一
崩
御
シ
玉
フ
以
テ二
件
ノ
時
刻
ヲ一
終
ニ
以
テ
遂
ケ二
往
生
ヲ一
御
シ
畢
ヌ
其
後
当
テ二
第
十
三
年
ノ
御
遠
忌
ニ一
於
テ二
蓮
華
王
院
之
内
ニ一
勤
二
修
曽
六
時
礼
讃
浄
土
三
部
経
ヲ一
御
追
善
ニ
遂
玉
フ
レ
之
ヲ
自
リレ
此
レ
後
華
洛
ノ
之
諸
人
皆
ナ
以
テ二
浄
土
宗
ヲ一
修
ス二
追
善
）
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（
ヲ一
と
み
え
る
よ
う
に
、
京
洛
で
の
浄
土
宗
は
追
善
を
重
視
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
良
暁
の
称
名
寺
止
住
は
、
浄
土
教
講
述
と
と
も
に
、
海
上
家
の
追
善
な
ど
檀
越
の
意
向
に
従
順
な
氏
寺
の
僧
と
し
て
の
姿
が
想
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
で
は
次
に
氏
寺
に
止
住
し
た
良
暁
の
念
仏
を
諸
行
往
生
の
立
場
か
ら
検
討
し
た
い
。
第
二
章
　
良
暁
の
念
仏
一
　
良
忠
と
良
暁
の
念
仏
―
諸
行
往
生
論
良
暁
の
念
仏
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
ま
ず
良
忠
の
念
仏
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
良
忠
の
『
徹
選
択
鈔
』
に
は
興
味
深
い
記
述
が
載
る
。
問
得
名
如
何
。
答
此
ノ
集
ヲ
作
リ
玉
ヒ
シ
事
ハ
先
師
智
度
論
ニ
明
二ス
ヲ
菩
薩
修
行
之
相
ヲ一
望
ル二
今
ノ
浄
土
門
ニ一
時
可
キレ
有
ル二
通
局
之
念
仏
一
道
理
ヲ
見
立
テ
ヽ
被
レル
ヽ
撰
セ
也
。
至
二テ
ハ
題
名
ニ一
者
案
シ
労
イ
玉
ヒ
シ
也
。
或
ハ
四
義
集
ト
ヤ
イ
ハ
マ
シ
或
ハ
徹
選
択
ト
ヤ
イ
ハ
マ
シ
。
但
シ
予
ハ
故
上
人
之
遺
弟
選
択
伝
授
之
身
也
。
徹
選
択
ノ
題
可
キレ
宜
カ
ル
ト
歟
。
彼
ノ
集
ノ
念
仏
ノ
義
ヲ
宣
ヘ
徹
ス
ル
意
也
ト
云云
。
然
ト
モ
選
択
ノ
意
ヲ
一
分
モ
ノ
ヘ
ラ
レ
ス
然
ル
間
題
ト
与
レ
文
相
違
セ
リ
。
私
ニ
申
シ
テ
云
ク
本
集
ノ
大
意
ヲ
釈
シ
ソ
ヘ
ラ
レ
テ
候
ハ
ヽ
者
不
レ
違
セレ
題
ニ
宜
シ
カ
ル
ヘ
キ
ニ
候
ヒ
ナ
ン
ト
。
云云
依
テレ
之
ニ
上
巻
ニ
十
六
篇
ノ
意
ヲ
述
ヘ
ラ
レ
タ
ル
也
）
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聖
光
は
『
徹
選
択
集
』
を
作
製
し
た
際
、
本
書
が
『
智
度
論
』
の
説
に
よ
る
の
で
あ
れ
ば
浄
土
門
に
も
通
局
の
念
仏
が
あ
っ
て
も
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
題
名
に
つ
い
て
『
四
義
集
』
と
し
よ
う
か
『
徹
選
択
』
と
し
よ
う
か
考
え
た
。
そ
こ
で
聖
光
は
自
身
が
法
然
の
遺
弟
で
あ
り
選
択
伝
授
の
身
で
あ
る
か
ら
『
徹
選
択
』
と
い
う
題
名
を
つ
け
た
。
し
か
し
良
忠
は
本
書
に
は
『
選
択
集
』
の
内
容
が
な
く
、
選
択
の
意
が
一
分
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、『
徹
選
択
』
と
い
う
題
名
と
本
書
の
内
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
　
第
十
六
号
三
三
〇
容
が
一
致
し
て
い
な
い
と
進
言
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
諸
行
往
生
の
否
定
を
本
質
と
す
る
法
然
の
念
仏
）
24
（
と
聖
浄
兼
学
を
旨
と
し
て
顕
密
八
宗
の
融
和
的
な
観
点
か
ら
選
択
義
を
再
解
釈
し
た
聖
光
の
念
仏
に
つ
い
て
、
良
忠
は
両
者
の
念
仏
の
質
的
差
を
的
確
に
把
握
し
て
い
た
と
し
て
注
目
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
し
か
し
良
忠
も
自
身
の
教
義
的
な
展
開
に
つ
い
て
は
宝
田
正
道
氏
が
「
関
東
、
特
に
鎌
倉
へ
来
て
か
ら
は
、
多
少
と
も
周
囲
の
諸
宗
と
協
調
的
態
度
に
出
な
い
わ
け
に
ゆ
か
な
か
っ
た
教
義
的
変
遷
の
兆
し
を
示
し
て
い
る
。
ま
し
て
や
彼
ら
異
流
者
の
進
出
に
、
環
境
諸
宗
へ
の
追
従
的
教
義
が
い
か
に
役
だ
っ
た
か
、
推
し
て
知
ら
れ
る
事
柄
で
あ
ろ
う
）
25
（
。」
と
し
て
鎌
倉
の
宗
教
情
勢
を
配
慮
し
た
中
で
自
身
の
教
学
を
諸
宗
協
調
的
な
立
場
の
方
向
へ
推
移
さ
せ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
ま
た
菊
地
勇
次
郎
氏
も
東
国
の
長
楽
寺
義
や
鎮
西
義
は
律
宗
や
天
台
と
い
っ
た
旧
仏
教
と
の
交
流
の
中
に
教
線
の
拡
大
が
み
ら
れ
た
と
指
摘
さ
れ
た
）
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（
。
こ
こ
か
ら
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
良
忠
は
諸
宗
と
協
調
的
な
立
場
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
良
忠
の
諸
行
往
生
に
つ
い
て
の
解
釈
は
『
決
疑
鈔
』
に
は
凡
ソ
生
ス
ル
ニ
二
　
　
浄
土
ニ一
総
曽
有
リ二
三
類
一
一
ニ
断
証
ノ
機
ミ
自
浄
テ二
其
ノ
心
ヲ一
能
ク
生
ス二
浄
土
ニ一
二
ニ
諸
行
ノ
機
乗
曽二
摂
機
ノ
願
ニ一
成
曽レ
業
ヲ
往
生
ス
三
ニ
念
仏
ノ
機
乗
曽二
生
因
ノ
願
ニ一
業
成
曽
往
生
ス
斯
ノ
三
品
ハ
如
クレ
次
ノ
是
レ
機
ノ
上
中
下
ナ
リ
初
ノ
機
ハ
自
ラ
証
曽二
二
空
ノ
妙
理
ヲ一
以
テ
感
ス二
真
智
所
変
ノ
浄
土
ヲ一
故
ニ
不
レ
仮
ラ二
他
仏
ノ
本
願
ノ
勝
縁
ヲ一
次
ノ
機
ハ
進
テ
ハ
未
レ
断
セ二
人
法
二
執
ヲ一
退
テ
ハ
未
タレ
乗
セ二
生
因
ノ
本
願
ニ一
彼
ノ
仏
ニ
即
有
テ二
摂
凡
夫
ノ
願
一
垂
ル
カ
二
加
念
ヲ一
故
ニ
被
テレ
摂
セ二
彼
ノ
願
ニ一
即
得
二
往
生
ヲ一
後
ノ
機
ハ
最
劣
ナ
リ
若
シ
不
レ
ハ
レ
乗
セ二
於
生
因
ノ
本
願
ニ一
行
業
モ
往
生
モ
倶
ニ
難
二
成
就
シ一
必
ス
由
テ二
念
仏
ニ一
方
ニ
得
二
往
生
ヲ一
也
故
ニ
知
ヌ
諸
余
ノ
之
行
ハ
雖
レ
乗
ス
ト
二
本
願
ニ一
非
ス二
本
願
ノ
行
ニ一
何
レ
ノ
処
ノ
解
釈
ニ
カ
明
ス
ヤ
二
諸
行
モ
亦
是
レ
本
願
ノ
行
ナ
リ
ト
一
　
　
と
見
え
る
よ
う
に
、
諸
行
は
本
願
で
は
な
い
が
往
生
は
）
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（
可
能
で
あ
る
と
い
う
諸
行
往
生
を
肯
定
す
る
立
場
に
た
っ
て
い
る
。
良
暁
の
念
仏
が
こ
の
よ
う
な
良
忠
の
念
仏
の
立
場
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
は
『
浄
土
述
聞
鈔
追
加
』
に
み
え
る
良
暁
の
教
相
か
ら
も
明
瞭
に
見
て
取
れ
る
。
一
問
浄
土
宗
ノ
教
其
ノ
相
如
何
答
如
シ二
選
択
集
第
一
ノ
篇
ノ一
云
云
尋
テ
云
ク
法
華
方
便
品
ニ
云
ク
雖
レ
示
ス
ト
二
種
種
道
ヲ一
其
レ
実
ニ
ハ
為
メ
也
二
仏
乗
ノ一
已上
依
二ル
ニ
此
経
文
ニ一
以
テ二
爾
前
ノ
教
ヲ一
為
ス二
法
華
ノ
方
便
ト一
云
云
又
弘
決
ニ
云
ク
遍
ク
尋
ル
ニ
二
法
華
以
前
ノ
諸
教
ヲ一
実
ニ
無
シ下
二
乗
作
仏
ノ
之
文
及
明
セ
ル
ノ
二
　
　
如
来
久
成
ヲ一
之
説
上
故
ニ
知
ヌ
並
ニ
由
ル
カ
レ
帯
ル
ニ
二
方
便
ヲ一
故
ニ
已上
今
浄
土
ノ
経
モ
以
テ二
一
代
ノ
諸
経
ヲ一
為
曽二
浄
土
教
ノ
方
便
ト一
可
キ
ヤ
レ
云
レ
非
ス
ト
二
究
竟
ニ一
耶
答
一
代
ノ
化
前
ハ
他
流
ニ
所
レ
許
ス
也
当
流
ニ
ハ
不
レ
然
ラ
此
ノ
宗
ハ
唯
タ
約
曽下
不
ルレ
堪
ヘ二
難
行
ニ一
常
没
ノ
凡
夫
ニ上
建
二
立
ス
ル
宗
教
ヲ一
也
彼
宗
ノ
意
ハ
者
此
土
入
理
ヲ
為
ス二
宗
ノ
所
詮
ト一
三
百
ノ
化
城
未
タレ
至
ラ二
五
百
一
故
ニ
以
二
宝
所
ヲ一
為
二
究
竟
ノ
果
ト一
今
ノ
宗
旨
ト
者
彼
土
往
生
ヲ
為
ス二
教）
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（
ノ
本
懐
ト一
雖
レ
有
リ
ト
二
当
坐
道
場
之
説
一
更
ニ
亦
不
レ
論
セ二
分
証
究
竟
ヲ一
云
云
浄
土
宗
で
は
釈
尊
一
代
の
教
え
で
あ
る
聖
道
門
が
浄
土
門
の
方
便
と
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
良
暁
は
そ
れ
は
他
流
の
『
浄
土
述
聞
鈔
』
の
成
立
背
景
三
三
一
許
す
と
こ
ろ
で
あ
る
と
し
て
当
流
で
は
、
雑
行
に
堪
え
る
こ
と
の
出
来
な
い
凡
夫
の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
教
え
で
あ
る
と
さ
れ
、
聖
道
門
が
浄
土
門
の
方
便
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
否
認
し
て
い
る
。
良
暁
が
指
し
た
他
流
と
は
親
鸞
・
幸
西
ら
安
心
派
が
も
っ
た
立
場
で
あ
る
が
、
彼
ら
と
は
全
く
異
な
っ
た
教
相
観
を
も
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
『
浄
土
述
聞
見
聞
』
に
は
然
ル
ヲ
或
ル
仁
ト
浄
土
宗
ヲ
以
テ
諸
宗
ノ
最
頂
ト
云
テ
顕
密
ノ
教
ノ
中
ニ
談
ス
ル
処
ノ
仏
ハ
皆
ナ
分
証
ノ
成
道
也
唯
浄
土
宗
ノ
ミ
有
ツ
テ
究
竟
ノ
成
道
ヲ
明
ス
即
チ
般
舟
経
ノ
中
ニ
三
世
諸
仏
ハ
持
ツ
テ
二
是
念
阿
弥
陀
仏
三
昧
ヲ一
四
事
助
歓
喜
皆
得
二
作
仏
ヲ一
矣
凡
ソ
宗
ト
云
ハ
兼
二
敵
対
ノ
法
ヲ一
敢
テ
無
キ
ヲ
二
違
論
一
為
レ
宗
ト
若
シ
浄
土
宗
ヲ
諸
宗
ト
齊
シ
ト
云
ヒ
劣
ナ
リ
ト
モ
云
ハ
ン
ハ
非
ス二
宗
ノ
義
ニ一
爾
レ
ハ
顕
密
ノ
宗
ノ
中
ニ
於
テ
浄
土
宗
ヲ
最
頂
ト
可
キレ
云
也
此
義
ハ
先
師
在
生
ノ
時
キ
不
レ
知
処
也
）
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（
と
し
て
宗
と
は
敵
対
の
法
を
兼
ね
違
論
な
き
を
宗
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
浄
土
宗
を
最
頂
と
論
じ
る
こ
と
は
良
忠
の
解
釈
に
も
な
く
、「
浄
土
宗
自
レ
穢
至
ル
ヲ
レ
浄
ニ
本
意
ト
ス
往
生
ノ
後
ノ
成
仏
ニ
至
ラ
ハ
聖
道
ニ
譲
テ
此
ノ
宗
ニ
ハ
委
細
ニ
ハ
不
レ
談
也
）
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（
」（
『
浄
土
述
聞
見
聞
』）
と
し
て
、
浄
土
宗
の
教
え
は
往
生
を
本
体
と
し
て
往
生
後
の
成
仏
に
関
し
て
は
聖
道
諸
宗
に
譲
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
諸
宗
と
協
調
的
な
態
度
が
見
て
と
れ
る
。
天
台
や
真
言
な
ど
顕
密
諸
宗
の
教
相
も
良
暁
に
と
っ
て
は
「
宗
宗
談
異
不
可
偏
局
）
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（
」（『
浄
土
述
聞
鈔
追
加
』）
と
し
て
、
顕
密
仏
教
と
協
調
的
な
考
え
方
を
持
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
鎌
倉
期
に
関
東
の
浄
土
教
で
問
題
と
な
っ
て
い
た
十
九
願
・
二
十
願
に
つ
い
て
の
解
釈
も
『
浄
土
述
聞
鈔
』
に
は
第
十
八
ノ
願
ハ
者
唯
タ
限
リ二
念
仏
ノ
者
ニ一
十
九
願
ハ
者
広
ク
通
ス二
諸
行
ノ
機
）
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（
ニ一
と
し
て
広
く
諸
行
の
機
を
摂
取
す
る
立
場
を
示
し
、
さ
ら
に
は
二
十
願
の
願
意
に
つ
い
て
も
第
廿
願
ハ
摂
ス二
結
縁
ノ
機
ヲ一
然
ニ
此
ノ
人
依
テ二
過
去
ノ
係
念
ニ一
於
テ二
第
三
生
ニ一
遂
ク二
往
生
ヲ一
而
モ
是
レ
猶
ヲ
十
八
願
ノ
之
利
益
ナ
ラ
ハ
者
指
テ
カ
レ
何
ヲ
為
ン二
廿
ノ
願
ノ
之
得
益
ト一
但
シ
至
テ
ハ
レ
難
ニ
者
所
修
ノ
念
仏
自
リレ
本
生
因
本
願
ノ
行
ナ
ル
カ
故
ニ
十
八
ノ
願
自
然
ニ
合
シ
テ
レ
力
ヲ
令
ムレ
成
セ二
生
因
ヲ一
然
㎜
正
ニ
遂
ル二
往
生
ヲ一
之
功
正
ク
在
二
過
去
ノ
係
念
ニ一
是
ノ
故
ニ
雖
下
修
曽二
念
仏
ヲ一
得
ト中
往
生
ヲ上
猶
ヲ
是
廿
之
願
ノ
益
也
）
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（
と
し
た
三
生
往
生
、
順
後
往
生
と
い
う
立
場
に
た
っ
て
お
り
、
当
流
ノ
意
ハ
十
八
十
九
ハ
願
シ二
当
機
ノ
益
ヲ一
二
十
ノ
願
ハ
云
ヘ
リ
レ
願
ス
ト
二
結
縁
ノ
益
ヲ一
若
シ
不
ルレ
遂
二
順
次
ニ
素
懐
ヲ一
人
順
後
ニ
以
二
念
仏
ヲ一
云
モ二
往
生
ス
ト
一
可
レ
云
二
二
十
願
ノ
益
ト
一
也
（『
浄
土
述
聞
口
伝
切
紙
）
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（
』）
順
次
往
生
に
も
れ
た
不
如
法
な
機
類
も
順
後
往
生
と
し
て
救
済
さ
れ
る
と
い
う
極
め
て
幅
広
い
立
場
か
ら
機
根
を
救
う
立
場
に
た
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
良
忠
の
『
東
宗
要
』
に
も
見
ら
れ
る
。
今
此
ノ
念
仏
ハ
乗
曽二
十
八
願
ニ一
順
次
ニ
得
生
ス
非
三
是
宿
世
ニ
乗
ニ
ハ
二
十
八
願
ニ一
念
仏
諸
行
倶
ニ
不
如
法
ナ
ル
ハ
乗
曽二
二
十
ノ
願
ニ一
以
テ
促
テ二
多
劫
ヲ一
三
生
ニ
得
生
）
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（
セ
シ
ム
ヘ
シ
ま
た
聖
光
の
『
西
宗
要
』
に
も
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
　
第
十
六
号
三
三
二
問
第
二
十
願
ハ
何
ノ
願
也
ト
可
ヤレ
云
乎
答
係
念
定
生
ノ
願
也
難
曽
云
極
楽
浄
土
ハ
是
レ
願
行
具
足
曽
生
ス
ル
土
也
而
ニ
係
念
ト
云
ハ
者
当
レ
リ
二
唯
願
ニ一
既
ニ
無
シレ
行
何
ソ
云
ヤ二
定
生
ト一
乎
答
係
念
定
生
ト
云
フ
名
目
ヲ
以
テ
知
ヌ
順
次
往
生
ニ
ハ
非
ス
其
時
節
ノ
長
短
ハ
難
キ
也
レ
知
此
ヲ
法
地
房
ノ
宜
シ
ハ
魚
ノ
鈎ハリ
ヲ
呑
タ
ル
カ
暫
ク
引
テ
ア
ル
ク
カ
終
ニ
ハ
ヒ
キ
ア
ケ
ラ
ル
ヽ
カ
如
シ
我
レ
ニ
念
ヲ
カ
ケ
タ
ラ
ン
衆
生
ヲ
終
ニ
ハ
極
楽
ヘ
生
セ
シ
メ
ン
ト
云
フ
願
ヲ
起
シ
給
ヘ
ル
也
是
レ
ハ
下
種
結
縁
也
ト
云
云
■
）
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（
と
し
た
よ
う
に
聖
光
、
良
忠
と
同
じ
立
場
に
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
　
海
上
家
の
信
仰
と
氏
寺
の
信
仰
こ
の
よ
う
に
み
る
と
良
暁
は
、
良
忠
と
同
じ
く
諸
行
往
生
を
肯
定
す
る
立
場
に
立
っ
た
と
い
え
る
が
、
こ
れ
ら
の
念
仏
観
は
海
上
氏
の
一
族
の
信
仰
形
態
と
も
合
致
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
海
上
氏
の
信
仰
は
、
鎌
倉
時
代
の
武
家
信
奉
で
あ
る
八
幡
信
仰
や
千
葉
氏
の
妙
見
信
仰
を
は
じ
め
と
し
て
、
念
仏
信
仰
や
禅
宗
信
仰
が
あ
っ
た
）
37
（
。
実
際
、
海
上
胤
方
が
行
っ
た
作
善
は
、
常
燈
寺
の
薬
師
如
来
像
の
修
理
）
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（
、
亡
母
の
追
善
に
行
っ
た
『
法
華
経
』
の
埋
経
）
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（
な
ど
が
現
存
す
る
遺
物
と
し
て
残
っ
て
い
る
た
め
確
認
出
来
る
が
、
こ
こ
か
ら
み
て
も
一
族
の
信
仰
は
現
当
二
世
に
わ
た
る
雑
修
信
仰
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
意
味
で
海
上
氏
の
雑
修
的
な
信
仰
形
態
は
良
忠
・
良
暁
の
諸
行
往
生
観
か
ら
も
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
、
良
忠
・
良
暁
の
教
化
が
氏
寺
に
お
い
て
の
教
化
で
あ
る
か
ら
に
は
、
海
上
氏
だ
け
で
な
く
氏
寺
の
本
質
と
良
忠
・
良
暁
の
念
仏
が
一
致
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
海
上
氏
の
信
仰
の
一
致
は
一
面
的
な
見
解
に
す
ぎ
な
い
。
奥
田
真
啓
氏
は
、
氏
寺
に
つ
い
て
、
氏
一
族
以
外
と
そ
の
寺
の
関
係
に
つ
い
て
論
及
さ
れ
て
い
る
。
要
点
を
述
べ
れ
ば
、
氏
寺
に
は
一
族
以
外
に
も
①
朝
廷
と
の
関
係
、
②
幕
府
と
の
関
係
、
③
荘
園
領
主
ま
た
は
荘
園
一
般
と
の
関
係
、
④
そ
の
他
の
一
般
社
会
と
四
つ
の
関
係
が
あ
り
、
①
②
に
つ
い
て
は
、
朝
廷
、
幕
府
の
た
め
の
御
家
人
側
か
ら
の
祈
祷
に
あ
り
、
③
④
は
荘
園
の
領
主
や
荘
民
か
ら
の
信
仰
と
、
逆
に
武
士
側
か
ら
領
民
や
荘
民
の
た
め
に
祈
る
信
仰
に
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
の
他
に
も
氏
寺
は
一
般
社
会
か
ら
の
信
仰
や
そ
の
他
一
族
以
外
の
多
く
の
武
士
の
信
仰
が
盛
ん
で
あ
っ
た
と
さ
れ
「
仏
教
が
旧
教
で
あ
る
と
新
宗
あ
る
と
、
又
禅
宗
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
特
殊
の
信
仰
者
だ
け
で
な
く
、
一
般
衆
生
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
族
人
以
外
の
信
仰
が
あ
る
の
は
、
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
で
、
氏
寺
は
決
し
て
排
他
的
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。」
と
結
論
さ
れ
た
）
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（
。
氏
寺
の
本
質
が
一
族
の
信
仰
だ
け
で
な
く
在
地
に
関
わ
る
す
べ
て
の
民
衆
の
信
仰
を
受
け
入
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
良
忠
と
良
暁
ら
の
念
仏
が
よ
り
幅
広
い
機
根
層
か
ら
受
容
さ
れ
る
諸
行
往
生
の
見
解
に
立
脚
し
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
こ
と
は
こ
の
地
区
一
帯
の
阿
弥
陀
信
仰
の
盛
行
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
篠
崎
四
郎
氏
は
銚
子
地
方
は
古
く
か
ら
阿
弥
陀
信
仰
が
盛
ん
な
地
方
で
あ
り
当
地
区
の
禅
宗
の
等
覚
寺
、
真
言
宗
の
東
光
寺
・
円
福
寺
は
本
尊
が
阿
弥
陀
仏
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
寺
院
も
転
宗
す
る
前
は
浄
土
信
仰
に
た
っ
た
修
練
道
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
『
浄
土
述
聞
鈔
』
の
成
立
背
景
三
三
三
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
阿
弥
陀
信
仰
は
密
教
に
も
禅
に
も
通
じ
て
み
ら
れ
た
信
仰
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
東
光
寺
の
本
尊
は
善
光
寺
式
阿
弥
陀
如
来
で
あ
り
、
こ
の
地
区
に
は
超
宗
派
的
な
善
光
寺
信
仰
が
盛
ん
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
た
）
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（
。
こ
の
指
摘
は
貴
重
で
あ
る
。
善
光
寺
信
仰
）
42
（
は
三
国
伝
来
の
生
身
阿
弥
陀
仏
の
信
仰
で
あ
り
、
鎌
倉
・
南
北
朝
期
に
は
全
国
各
地
に
は
多
く
の
善
光
寺
式
阿
弥
陀
如
来
像
が
模
像
さ
れ
た
。
道
俗
貴
賤
多
く
の
信
仰
が
あ
り
、
そ
し
て
何
よ
り
地
頭
・
御
家
人
層
に
強
い
広
が
り
を
も
っ
て
い
た
。
善
光
寺
信
仰
に
は
良
忠
も
深
い
関
係
が
あ
り
、『
然
阿
上
人
伝
』
に
は
「
詣
ス二
善
光
寺
ニ一
矣
時
ニ
或
人
致
曽レ
屈
ク
ツ
ヲ
默
曽二
四
十
八
日
ヲ一
談
セ
シ
ム
二
　
　
四
帖
疏
ヲ一
自
レ
其
以
後
経
二
歴
曽
諸
国
）
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（
ニ一
」
と
し
て
、
房
総
で
の
教
化
に
先
立
っ
て
善
光
寺
に
立
ち
寄
り
、
四
十
八
日
間
の
『
観
経
疏
』
の
講
述
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
良
忠
の
房
総
教
化
と
善
光
寺
信
仰
と
の
関
係
が
示
唆
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
善
光
寺
信
仰
と
同
じ
く
良
忠
・
良
暁
の
念
仏
が
在
地
領
主
を
軸
と
し
た
在
地
の
信
仰
と
も
合
致
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
在
地
領
主
に
も
と
め
ら
れ
た
宗
教
的
な
課
題
は
自
己
の
信
仰
に
も
と
づ
い
た
現
当
二
世
に
わ
た
る
多
様
な
願
望
の
実
現
と
在
地
民
衆
の
信
仰
の
包
容
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
在
地
の
階
層
秩
序
を
と
も
な
っ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
良
忠
・
良
暁
の
鎮
西
義
が
諸
行
往
生
を
容
認
す
る
念
仏
の
立
場
に
た
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
在
地
領
主
ら
の
要
求
と
民
衆
信
仰
を
共
に
受
け
入
れ
る
念
仏
で
あ
っ
た
こ
と
を
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
）
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（
。
ま
と
め
良
忠
の
実
子
で
あ
り
、
正
統
な
後
継
者
で
あ
っ
た
良
暁
の
立
場
は
、
同
じ
良
忠
の
門
下
に
あ
っ
た
一
向
俊
聖
）
45
（
と
対
比
す
る
と
よ
く
理
解
で
き
る
。
一
向
俊
聖
は
二
十
一
歳
の
時
、
俗
兄
草
野
永
平
が
帰
依
し
て
い
た
聖
光
の
弟
子
で
あ
る
良
忠
に
仕
え
て
顕
密
諸
宗
の
解
を
放
下
し
専
修
念
仏
の
行
者
と
な
り
一
向
と
名
乗
る
が
、
文
永
十
年
酉
の
二
月
、
生
年
三
十
五
に
し
て
、
師
の
御
も
と
を
辞
し
て
、
諸
国
遊
行
に
出
で
た
ま
ふ
と
て
、
　
　
我
れ
独
り
入
て
何
せ
ん
西
の
山
に
か
た
ぶ
く
月
は
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
と
。
か
く
詠
じ
て
、
浄
土
宗
も
機
を
見
て
、
猶
同
異
二
類
ひ
の
助
業
を
励
む
。
此
宝
号
に
何
の
不
足
あ
ら
ん
や
と
て
、
浄
土
の
宗
名
も
棄
損
し
、
経
論
の
義
学
を
放
却
し
、
一
処
不
住
に
行
脚
し
て
、
念
仏
を
四
海
に
勧
進
し
給
ひ
け
る
に
、
其
勧
化
に
帰
す
る
者
、
星
の
ご
と
く
に
馳
せ
、
か
く
の
ご
と
く
に
集
り
て
、
門
葉
も
ま
た
盛
な
り
）
46
（
。
と
す
る
よ
う
に
、
良
忠
の
念
仏
が
同
異
の
助
業
と
し
た
諸
行
往
生
に
つ
い
て
積
極
的
な
立
場
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
不
満
を
も
ち
、
師
の
も
と
を
去
り
諸
国
遊
行
の
旅
に
出
て
一
所
に
定
住
す
る
こ
と
な
く
全
国
を
念
仏
勧
進
し
て
多
く
の
者
が
彼
に
帰
依
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
一
向
俊
聖
の
立
場
は
良
暁
が
海
上
氏
の
要
請
に
よ
り
称
讃
寺
に
止
住
し
て
聖
霊
廻
向
と
浄
土
教
講
述
に
従
事
し
た
姿
勢
と
比
べ
て
も
対
比
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
　
第
十
六
号
三
三
四
が
、
な
に
よ
り
俊
聖
の
念
仏
観
が
良
忠
の
諸
行
往
生
の
立
場
を
批
判
し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
両
者
に
は
異
な
っ
た
念
仏
観
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
向
宗
の
念
仏
は
『
天
狗
草
子
』
に
或
は
一
向
衆
と
い
ひ
て
、
弥
陀
如
来
の
外
の
余
仏
に
帰
依
す
る
人
を
に
く
み
、
神
明
に
参
詣
す
る
も
の
を
そ
ね
む
。
衆
生
の
得
脱
の
因
縁
、
さ
ま
〴
〵
な
れ
ば
、
即
、
余
仏
余
菩
薩
に
因
縁
あ
り
て
、
か
の
仏
菩
薩
に
対
し
て
出
離
し
、
神
明
又
和
光
利
物
の
善
巧
方
便
な
れ
ば
、
即
垂
迹
の
み
も
と
に
し
て
、
解
脱
す
べ
し
。
し
か
る
を
一
向
弥
陀
一
仏
に
限
て
、
余
行
・
余
宗
を
き
ら
ふ
事
、
愚
痴
の
至
極
、
偏
執
の
深
重
な
る
が
故
に
、
袈
裟
を
ば
、
出
家
の
法
衣
な
り
と
て
、
こ
れ
を
着
せ
ず
し
て
、
憖
に
す
が
た
は
僧
形
な
り
。
こ
れ
を
す
つ
べ
き
。
或
は
馬
衣
を
き
て
、
衣
の
裳
を
つ
け
ず
。
念
仏
す
る
時
は
、
頭
を
ふ
り
肩
を
ゆ
り
て
お
ど
る
事
、
野
馬
の
ご
と
し
。
さ
は
が
し
き
事
、
山
猿
に
こ
と
な
ら
ず
。
男
女
根
を
か
く
す
事
な
く
、
食
物
を
つ
か
み
く
ひ
、
不
当
を
こ
の
む
あ
り
さ
ま
、
併
、
畜
生
道
の
業
因
と
み
る
）
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（
。
阿
弥
陀
一
仏
に
絶
対
的
に
帰
依
し
、
余
仏
・
余
菩
薩
を
信
仰
す
る
こ
と
な
く
遊
行
し
踊
り
念
仏
を
行
じ
て
民
衆
か
ら
の
帰
依
を
獲
得
し
た
教
団
で
あ
る
こ
と
が
し
る
さ
れ
て
い
る
が
、『
天
狗
草
紙
』
の
作
者
が
一
向
宗
の
踊
り
念
仏
を
畜
生
道
の
業
因
と
し
た
よ
う
に
一
面
で
は
浄
・
不
浄
を
問
は
な
い
卑
賤
な
下
級
僧
の
集
団
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
良
忠
・
良
暁
は
氏
寺
を
建
立
し
、
聖
霊
廻
向
に
従
事
し
て
多
様
な
価
値
観
を
包
容
す
る
諸
行
往
生
に
立
脚
し
、
在
地
領
主
の
一
族
を
中
心
に
そ
れ
ら
在
地
民
衆
の
信
仰
を
矛
盾
な
く
獲
得
し
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
良
暁
の
流
れ
を
く
む
聖
冏
が
『
破
邪
顕
正
義
』
で
一
向
宗
の
踊
り
念
仏
を
批
判
し
た
よ
う
に
）
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（
、
両
流
の
念
仏
に
根
本
的
な
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
あ
ろ
う
。
註（
１
）
　
玉
山
成
元
「
良
忠
の
古
文
書
を
め
ぐ
っ
て
」（『
浄
土
学
』
三
六
、
昭
和
六
〇
年
）、
同
「
名
越
・
白
旗
派
論
争
の
価
値
」（
『
金
沢
文
庫
研
究
』
十
九
―
八
、
昭
和
四
八
年
）、『
中
世
浄
土
宗
教
団
史
の
研
究
』（
山
喜
房
、
昭
和
五
五
年
）
（
２
）
　
『
浄
全
』
一
一
巻
、
五
八
二
頁
（
３
）
　
こ
こ
に
み
る
『
口
伝
鈔
』
は
正
和
三
年
成
立
の
東
寺
宝
菩
提
院
蔵
の
『
浄
土
口
伝
肝
心
鈔
』（
一
巻
一
冊
）、
大
正
大
学
蔵
の
康
暦
二
年
の
写
本
『
浄
土
肝
心
鈔
口
伝
』（
一
巻
一
冊
）
を
指
す
。（
櫛
田
良
洪
「
東
寺
宝
菩
提
院
所
蔵
の
浄
土
教
資
料
」『
日
本
仏
教
史
学
』
四
、
昭
和
四
四
年
）
な
お
櫛
田
氏
に
よ
れ
ば
現
在
流
布
し
て
い
る
江
戸
期
の
版
本
で
あ
る
『
浄
土
述
聞
口
伝
切
紙
』
は
本
書
の
異
本
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
４
）
　
篠
崎
四
郎
編
『
銚
子
市
史
』（
昭
和
三
六
年
、
複
刻
版
、
国
書
刊
行
会
、
昭
和
五
六
年
）
一
二
七
頁
、
本
稿
で
の
系
図
は
便
宜
上
『
銚
子
市
史
』
の
系
図
を
使
用
し
た
。
（
５
）
　
『
海
上
町
史
』
史
料
編
一
（
海
上
町
史
編
纂
委
員
会
、
昭
和
六
〇
年
）
四
一
九
頁
（
６
）
　
『
銚
子
市
史
』
一
二
八
頁
（
７
）
　
『
銚
子
市
史
』
一
二
〇
頁
『
浄
土
述
聞
鈔
』
の
成
立
背
景
三
三
五
（
８
）
　
日
本
歴
史
地
名
大
系
『
千
葉
県
の
地
名
』
六
一
五
頁
、「
三
崎
庄
・
海
上
庄
」
の
項
目
（
９
）
　
千
葉
県
文
書
館
蔵
『
寺
院
明
細
帳
』
辺
田
村
浄
国
寺
の
「
海
上
堂
」
の
項
目
（
10
）
　
小
笠
原
長
和
「
下
総
三
崎
荘
の
古
寺
と
海
上
千
葉
氏
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』
通
巻
一
〇
六
号
、
昭
和
三
九
年
、
の
ち
同
著
『
中
世
房
総
の
政
治
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
〇
年
に
所
収
）
称
讃
寺
も
中
島
城
も
現
在
そ
の
跡
が
残
っ
て
い
る
。
称
讃
寺
は
中
嶋
城
よ
り
西
に
数
百
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
あ
る
、
現
在
、
跡
地
に
は
市
内
で
は
最
古
の
康
応
三
年
の
板
碑
（
銚
子
市
文
化
財
）
が
残
っ
て
い
る
。
篠
崎
四
郎
は
こ
の
板
碑
よ
り
同
寺
が
密
教
に
も
関
わ
り
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。（
『
銚
子
市
史
』
九
六
四
頁
）。
称
讃
寺
は
幕
末
ま
で
存
在
し
た
が
、
明
治
に
廃
寺
と
な
り
浄
国
寺
と
合
併
さ
れ
た
。
そ
の
際
「
海
上
大
士
並
内
室
及
び
嗣
子
」
を
祀
る
海
上
堂
は
浄
国
寺
に
移
さ
れ
、
海
上
氏
歴
代
の
墓
石
は
小
長
谷
友
吉
氏
に
よ
り
松
ヶ
谷
の
東
福
寺
（
廃
寺
）
の
墓
所
（
銚
子
市
文
化
財
）
に
移
さ
れ
た
。
な
お
海
上
堂
は
太
平
洋
戦
争
に
お
い
て
焼
失
し
て
い
る
。
（
11
）
　
植
野
英
夫
「
良
忠
の
房
総
伝
道
に
つ
い
て
―
開
山
伝
承
を
中
心
に
―
」
（『
鎌
倉
』
七
〇
・
七
一
、
平
成
五
年
）
（
12
）
　
な
お
良
忠
の
房
総
教
化
ま
た
は
関
連
の
論
文
を
列
挙
す
る
と
恵
谷
隆
戒
『
然
阿
良
忠
上
人
伝
の
新
研
究
』（
金
尾
文
淵
堂
、
昭
和
九
年
）、
宝
田
正
道
「
千
葉
一
族
と
浄
土
宗
」（
『
日
本
仏
教
文
化
論
攷
』（
弘
文
堂
新
社
、
昭
和
四
二
年
）、
大
橋
俊
雄
『
三
祖
良
忠
上
人
』（
神
奈
川
教
区
教
務
所
、
昭
和
五
九
年
）、
小
林
尚
英
「『
浄
土
大
要
鈔
』
と
そ
の
成
立
背
景
―
特
に
浄
福
寺
と
下
総
板
碑
を
中
心
と
し
て
―
」（『
浄
土
学
』
三
六
、
昭
和
六
〇
年
）、
藤
堂
恭
俊
「
総
州
在
住
時
代
に
お
け
る
良
忠
の
著
作
と
金
沢
文
庫
蔵
古
写
本
『
安
楽
集
論
議
』」（
『
仏
教
文
化
研
究
』
三
二
号
、
昭
和
六
二
年
）、
福
島
金
治
「
鎌
倉
北
条
氏
と
浄
土
宗
―
律
宗
以
前
の
金
沢
称
名
寺
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
鎌
倉
』
七
〇
・
七
一
、
平
成
五
年
、
の
ち
同
著
『
金
沢
北
条
氏
と
称
名
寺
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
九
年
、
に
所
収
）
（
13
）
　
前
掲
福
島
論
文
（
14
）
　
前
掲
植
野
論
文
（
15
）
　
『
海
上
町
史
』
史
料
編
一
、二
三
八
頁
（
16
）
　
「
中
世
唐
招
提
寺
の
律
僧
と
斎
戒
衆
―
中
世
律
宗
寺
院
に
お
け
る
勧
進
・
葬
祭
組
織
の
成
立
―
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
八
九
号
、
昭
和
五
五
年
）、
「
中
世
大
和
に
お
け
る
律
宗
寺
院
の
復
興
―
竹
林
寺
・
般
若
寺
・
喜
光
寺
を
中
心
に
―
」（『
日
本
史
研
究
』
二
二
九
、
昭
和
五
六
年
）、「
法
金
剛
院
導
御
の
宗
教
活
動
」（『
仏
教
史
学
研
究
』
二
六
巻
二
号
、
昭
和
五
九
年
、
い
ず
れ
も
後
に
同
著
『
中
世
の
律
宗
寺
院
と
民
衆
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
二
年
、
に
所
収
）
（
17
）
　
圭
室
諦
成
『
葬
式
仏
教
』（
大
法
輪
閣
、
昭
和
三
八
年
）、
勝
田
至
『
死
者
た
ち
の
中
世
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
一
五
年
）
（
18
）
　
『
法
然
上
人
伝
全
集
』
二
七
三
頁
、
三
一
一
頁
（
19
）
　
『
群
書
類
従
』
二
七
、五
一
二
頁
（
20
）
　
湛
空
ら
が
修
し
た
二
十
五
三
昧
と
良
暁
ら
の
二
十
五
三
昧
は
決
し
て
異
質
な
も
の
で
は
な
い
。
聖
冏
の
著
作
で
あ
る
『
伝
通
記
糅
鈔
』
に
は
二
尊
院
と
鎮
西
義
の
関
係
を
示
す
興
味
深
い
記
述
が
み
え
る
。
上
人
（
聖
光
）
滅
後
依
遺
言
御
骨
二
尊
院
故
上
人
御
舎
利
中
可
奉
納
之
由
遺
弟
持
願
房
専
阿
弥
陀
仏
等
嵯
峨
正
信
上
人
申
許
奉
籠
竟
（『
浄
全
』
三
、一
一
五
頁
）
 
と
し
て
二
尊
院
の
法
然
の
廟
所
に
は
聖
光
の
遺
言
で
遺
骨
が
納
め
ら
れ
て
い
る
と
み
え
る
。
聖
光
の
遺
骨
が
実
際
に
埋
葬
さ
れ
た
と
い
う
信
憑
性
は
と
も
か
く
、
法
然
信
仰
の
源
泉
た
る
二
尊
院
に
聖
光
の
遺
骨
が
埋
葬
し
て
あ
る
と
、
聖
冏
が
主
張
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
二
尊
院
は
四
宗
兼
学
の
寺
院
で
あ
り
鎮
西
義
の
聖
浄
兼
学
の
立
場
と
同
一
で
あ
る
。
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
　
第
十
六
号
三
三
六
（
21
）
　
『
鎌
倉
市
史
』
史
料
篇
三
、四
四
〇
頁
（
22
）
　
『
浄
全
』
一
〇
巻
、
九
頁
（
23
）
　
『
浄
全
』
七
巻
、
一
一
二
頁
（
24
）
　
平
雅
行
「
法
然
の
思
想
構
造
と
そ
の
歴
史
的
地
位
」（『
日
本
中
世
の
仏
教
と
国
家
』
塙
書
房
、
平
成
四
年
）
（
25
）
　
前
掲
宝
田
論
文
（
26
）
　
菊
地
勇
次
郎
「
『
伊
豆
山
源
延
』
輔
考
」（
『
金
沢
文
庫
研
究
』
七
四
、
昭
和
三
七
年
、
の
ち
『
源
空
と
そ
の
門
下
』
法
蔵
館
、
昭
和
六
〇
年
）
（
27
）
　
『
浄
全
』
七
巻
、
二
三
四
頁
（
28
）
　
『
浄
全
』
一
一
巻
、
五
五
七
頁
（
29
）
　
『
浄
全
』
一
一
巻
、
五
七
二
頁
（
30
）
　
『
浄
全
』
一
一
巻
、
五
五
八
頁
（
31
）
　
『
浄
全
』
一
一
巻
、
五
七
二
頁
（
32
）
　
『
浄
全
』
一
一
巻
、
五
四
八
頁
（
33
）
　
『
浄
全
』
一
一
巻
、
五
四
九
頁
（
34
）
　
『
浄
全
』
一
一
巻
、
五
七
九
頁
（
35
）
　
『
浄
全
』
一
〇
巻
、
五
〇
頁
（
36
）
　
『
浄
全
』
一
〇
巻
、
二
二
九
頁
（
37
）
　
『
銚
子
市
史
』
一
二
二
頁
（
38
）
　
『
銚
子
市
史
』
一
二
一
頁
、『
海
上
町
史
』
史
料
編
一
、二
一
五
頁
（
39
）
　
『
銚
子
市
史
』
一
二
一
頁
、『
海
上
町
史
』
史
料
編
一
、二
二
五
頁
（
40
）
　
奥
田
真
啓
『
中
世
武
士
団
と
信
仰
』（
柏
書
房
、
昭
和
五
五
年
）
三
三
五
～
三
三
七
頁
（
初
出
昭
和
一
六
年
）
（
41
）
　
『
銚
子
市
史
』
一
三
七
頁
（
42
）
　
善
光
寺
信
仰
に
つ
い
て
は
、
牛
山
佳
幸
「
善
光
寺
創
建
と
善
光
寺
信
仰
の
発
展
」（
伊
藤
延
男
他
編
『
善
光
寺
―
こ
こ
ろ
と
か
た
ち
―
』
第
一
法
規
、
平
成
三
年
）、
同
「
中
世
武
士
社
会
と
善
光
寺
信
仰
―
鎌
倉
期
を
中
心
に
―
」（
鎌
倉
遺
文
研
究
Ⅲ
『
鎌
倉
時
代
の
社
会
と
文
化
』
東
京
堂
出
版
、
平
成
一
一
年
）、
峰
岸
純
夫
「
中
世
東
国
の
浄
土
信
仰
」（
『
宗
教
・
民
衆
・
伝
統
―
社
会
の
歴
史
的
構
造
と
変
容
』
雄
山
閣
、
平
成
七
年
）、
井
原
今
朝
男
「
中
世
善
光
寺
の
一
考
察
」（
『
信
濃
』
四
〇
―
三
、
昭
和
六
三
年
、
の
ち
同
著
『
中
世
の
い
く
さ
・
祭
り
・
外
国
と
の
交
わ
り
―
農
村
生
活
史
の
断
面
―
』
校
倉
書
房
、
平
成
一
一
年
に
所
収
）
参
照
（
43
）
　
『
然
阿
上
人
伝
』（『
三
上
人
研
究
』
同
朋
社
、
昭
和
六
二
年
、
四
三
〇
頁
）
（
44
）
　
こ
の
よ
う
な
視
点
は
近
年
、
中
世
考
古
学
史
の
立
場
か
ら
齋
藤
慎
一
氏
が
『
中
世
武
士
の
城
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
一
八
年
）
で
も
指
摘
し
て
お
り
（
一
〇
七
～
一
一
三
頁
）、
武
家
の
拠
館
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
（
阿
弥
陀
堂
）
は
地
域
支
配
の
重
要
な
拠
点
で
あ
り
、
民
衆
は
阿
弥
陀
堂
に
結
縁
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
浄
土
信
仰
を
深
め
、
武
家
領
主
は
自
身
の
往
生
浄
土
と
と
も
に
、
浄
土
の
荘
厳
を
表
現
し
た
寺
院
庭
園
と
阿
弥
陀
堂
を
地
域
の
民
衆
に
身
近
な
存
在
と
し
て
知
ら
し
め
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
（
45
）
　
一
向
上
人
に
つ
い
て
は
、
神
田
千
里
「
原
始
一
向
宗
の
実
像
」（
網
野
善
彦
・
石
井
進
編
『
中
世
の
風
景
四
　
日
本
海
交
通
の
展
開
』
新
人
物
往
来
社
、
平
成
七
年
）、
細
川
涼
一
「
番
場
蓮
花
寺
と
一
向
俊
聖
」（
同
著
『
中
世
寺
院
の
風
景
―
中
世
民
衆
の
生
活
と
心
性
』
新
曜
社
、
平
成
九
年
）、
大
橋
俊
雄
『
遊
行
聖
』（
大
蔵
出
版
、
昭
和
四
六
年
）
一
八
三
～
一
九
一
頁
、
同
『
時
宗
の
成
立
と
展
開
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
八
年
）
四
二
～
五
七
頁
　
参
照
（
46
）
　
『
浄
土
宗
本
山
蓮
華
寺
史
料
』
九
六
頁
（
47
）
　
続
日
本
絵
巻
大
成
一
九
『
土
蜘
蛛
草
子
　
天
狗
草
子
　
大
江
山
絵
詞
』
一
六
八
頁
（
48
）
　
『
浄
全
』
一
二
巻
、
八
二
七
～
八
二
八
頁
（
い
と
う
　
し
げ
き
　
研
究
協
力
者
）
